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主
な
日
程

主
な
日
程

５月19日　Union Up 2013（10～みやこめっせ）
５月22日　米軍専用レーダー基地設置の撤回を求める京都府民の

会結成集会（18：30～ラボール京都ホール）
５月25日　労働安全学校（10～ラボール京都）
５月28日　最賃デー（中央行動）
６月１日　年金問題学習会（13：30～ラボール京都）、原発ゼロネ

ット学習会（10～新町会館）、関電前デモ（13：30～）、
大飯原発訴訟団結成総会（15～キャンパスプラザ）

６月２日　脱原発中央集会（東京・明治公園）・官邸包囲行動
６月８日　地域労働運動研究交流集会（10～社会福祉会館）
６月16日　沖縄連帯京都集会（13：30～円山音楽堂）

記
長
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
京
都

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
代
表
し
て
京

都
農
民
連
・
安
田
政
教
書
記

長
、
自
由
法
曹
団
京
都
支
部
・

中
村
和
雄
幹
事
長
が
そ
れ
ぞ
れ

あ
い
さ
つ
を
お
こ
な
い
、
京
都

府
知
事
、
京
都
市
長
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
（
要

旨
は
別
項
）。
続
い
て
、
争
議

団
が
紹
介
さ
れ
、
代
表
し
て
、

Ｊ
Ａ
Ｌ
不
当
解
雇
撤
回
裁
判
原

告
団
の
小
森
啓
子
事
務
局
次

長
、
全
厚
生
不
当
解
雇
撤
回
京

都
闘
争
団
の
谷
口
務
団
長
、
京

都
府
農
協
労
連
京
都
農
協
労
組

・
石
岡
則
弘
委
員
長
が
、
そ
れ

ぞ
れ
の
争
議
へ
の
支
援
の
訴
え

を
行
い
ま
し
た
。
大
会
は
、
メ

ー
デ
ー
宣
言
を
採
択
後
、
北
、

中
、
南
の
３
つ
の
コ
ー
ス
に
分

か
れ
て
市
内
を
デ
モ
行
進
し
ま

し
た
。

別
項
）。
来
賓
と
し
て
、
日
本

共
産
党
京
都
府
委
員
会
・
井
上

さ
と
し
参
議
院
議
員
、
新
社
会

党
京
都
府
本
部
・
駒
井
高
之
書

　

二
条
城
前
の
メ
ー
デ
ー
集
会

で
は
、
吉
岡
徹
実
行
委
員
長
が

主
催
者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ

を
お
こ
な
い
ま
し
た
（
要
旨
は

　

安
倍
政
権
が
財
界
・
大
企
業
・
ア
メ
リ
カ

の
た
め
の
政
策
を
推
進
す
る
中
で
今
年
の
メ

ー
デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
と
称
し
た
経
済
政
策
で
円

安
株
高
と
な
り
、
ガ
ソ
リ
ン
、
電
気
料
金
、

小
麦
粉
、
食
用
油
な
ど
が
値
上
が
り
し
庶
民

の
生
活
を
直
撃
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
ア

ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
庶
民
の
た
め
で
は
な
く
資
産

家
、
財
界
・
大
企
業
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
本
当
の

狙
い
は
、
景
気
上
昇
を
演
出
し
、
来
年
４
月

の
消
費
税
増
税
と
社
会
保
障
大
改
悪
を
行
う

こ
と
に
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
２
０
０
兆
円

も
の
不
要
不
急
の
大
型
公
共
事
業
の
バ
ラ
ま

き
、
原
発
や
武
器
の
輸
出
、
経
ヶ
岬
へ
の
米

軍
Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
基
地
設
置
、
改
憲
発

動
要
件
緩
和
の
為
の
憲
法
96
条
の
改
悪
な
ど

を
狙
っ
て
い
ま
す
。
国
民
へ
の
さ
ら
な
る
負

担
増
に
よ
る
不
満
の
解
消
に
利
用
さ
れ
て
い

る
の
が
公
務
員
バ
ッ
シ
ン
グ
、
公
務
員
の
賃

金
・
退
職
金
の
カ
ッ
ト
な
ど
で
す
。
こ
れ

は
、
地
域
循
環
型
の
経
済
再
生
に
負
の
作
用

を
起
こ
し
、
民
間
の
賃
金
や
最
低
賃
金
、
年

金
の
切
り
下
げ
等
負
の
悪
循
環
を
つ
く
り
だ

し
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
緊
急
経
済
対
策
と
言
う
な

ら
、
公
務
・
民
間
、
す
べ
て
の
労
働
者
の
賃

上
げ
と
仕
事
の
確
保
に
対
し
て
支
出
を
求
め

る
も
の
で
す
。
ま
た
、
最
低
賃
金
時
給
１
０

０
０
円
以
上
を
勝
ち
取
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　

日
本
が
ア
メ
リ
カ
の
従
属
国
と
な
り
棄
民

政
策
と
も
言
え
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
や
く
ら
し
と

経
済
を
破
壊
す
る
消
費
税
増
税
を
断
じ
て
許

さ
ず
、
国
民
生
活
の
危
機
突
破
、
改
憲
阻
止

に
向
け
た
反
転
攻
勢
を
か
け
る
決
意
を
示

し
、
参
議
院
選
挙
勝
利
に
向
け
て
行
動
を
開

始
し
ま
し
ょ
う
。

　

第
84
回
メ
ー
デ
ー
は
５
月
１
日
、
府
内
12
会
場
で
開
催
さ
れ
、
１
万
１
７
０

０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

二
条
城
前
で
開
催
さ
れ
た
全
京
都
統
一
メ
ー
デ
ー
に
は
、
約
８
０
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
安
倍
内
閣
が
進
め
る
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
、

解
雇
自
由
化
な
ど
の
労
働
規
制
緩
和
、
憲
法
改
悪
、
原
発
推
進
な
ど
の
悪
政
が

進
め
ら
れ
る
中
、
参
加
者
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
求
を
掲
げ
て
、
デ
モ
で
市
民
に

ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

吉
岡
徹
大
会
実
行
委
員
長
あ
い
さ
つ（
要
旨
）

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

第第
8484
回
全
京
都
統
一
メ
ー
デ
ー

回
全
京
都
統
一
メ
ー
デ
ー
はは
ご
め
ん

ご
め
ん

生
活
と
労
働
が
悪
化
す
る

生
活
と
労
働
が
悪
化
す
る
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中
コ
ー
ス

中
コ
ー
ス

第
84
回
全
京
都
統
一
メ
ー
デ
ー
宣
言

　

私
た
ち
は
、
本
日
、「
働
く
も
の

の
団
結
で
、
生
活
と
権
利
、
平
和
と

民
主
主
義
を
守
ろ
う
」
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
掲
げ
、
闘
う
歴
史
と
伝
統
を
受

け
継
ぎ
、
第
84
回
全
京
都
統
一
メ
ー

デ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
働
く
仲
間
の
み
な
さ

ん
、
府
民
の
み
な
さ
ん
！

　

働
く
仲
間
の
状
況
悪
化
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

安
倍
自
民
党
政
権
の
「
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
」
の
下
で
、
物
価
上
昇
だ
け
が

先
行
し
、
労
働
者
は
い
っ
そ
う
厳
し

い
暮
ら
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
上
、
解
雇
自
由
や
残
業
代

ゼ
ロ
な
ど
の
労
働
法
制
の
改
悪
が
狙

わ
れ
、
生
活
保
護
の
改
悪
に
よ
る
貧

困
の
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

賃
金
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
こ
と

は
政
府
も
認
め
、
経
済
界
に
要
請
し

ま
し
た
が
、
財
界
は
ベ
ア
を
拒
否

し
、
賃
上
げ
は
、
非
正
規
労
働
者
に

も
、
中
小
企
業
に
も
波
及
し
て
い
ま

せ
ん
。
政
府
の
緊
急
経
済
対
策
も
、

大
手
ゼ
ネ
コ
ン
を
う
る
お
す
だ
け

で
、
地
域
経
済
や
労
働
者
へ
ま
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
。
逆
に
、
公
務
員
賃
金

の
削
減
で
、
賃
下
げ
の
悪
循
環
と
消

費
購
買
力
の
低
下
が
強
ま
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
消
費
税
増
税

や
社
会
保
障
の
改
悪
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

へ
の
参
加
で
、
命
も
暮
ら
し
も
雇
用

も
仕
事
も
破
壊
す
る
政
治
が
横
行
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

13
春
闘
の
た
た
か
い
を
通
じ
て
、

働
く
者
の
フ
ト
コ
ロ
を
あ
た
た
め
る

こ
と
が
、
地
域
経
済
も
元
気
に
で
き

る
突
破
口
で
あ
る
こ
と
が
、
い
よ
い

よ
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
私
た
ち

は
、
一
部
大
企
業
の
一
時
金
に
と
ど

め
ず
、
非
正
規
労
働
者
を
含
む
全
労

働
者
の
賃
上
げ
を
、
あ
ら
た
め
て
求

め
る
も
の
で
す
。
農
業
・
医
療
・
地

域
経
済
な
ど
、
暮
ら
し
と
地
域
を
守

る
新
た
な
共
同
、
政
治
へ
の
不
満
と

怒
り
を
力
に
、
た
た
か
い
を
強
め
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

同
時
に
、
戦
争
で
き
る
国
づ
く
り

を
ね
ら
っ
て
改
憲
を
叫
び
、
沖
縄
辺

野
古
の
新
基
地
建
設
と
基
地
の
た
ら

い
ま
わ
し
、
経
ヶ
岬
へ
の
米
軍
レ
ー

ダ
ー
基
地
設
置
な
ど
、
日
米
軍
事
同

盟
体
制
の
強
化
を
狙
う
危
険
な
政
治

を
阻
止
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
原
発
安
全
新
基
準
を
つ
く

り
、
新
た
な
安
全
神
話
の
下
で
原
発

再
稼
働
・
推
進
を
許
さ
ず
、
い
ま
こ

そ
、労
働
者
・
国
民
不
在
の
自
民
党
政

治
を
断
固
阻
止
す
る
た
め
に
、
力
を

合
わ
せ
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

す
べ
て
の
働
く
仲
間
の
み
な
さ

ん
、
府
民
の
み
な
さ
ん
！

　

い
ま
こ
そ
働
く
者
の
団
結
で
、
賃

上
げ
と
地
域
経
済
の
活
性
化
、
均
等

待
遇
と
人
間
ら
し
い
労
働
を
実
現

し
、
労
働
者
・
国
民
本
位
の
経
済
を

取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
。

　

労
働
法
制
改
悪
を
許
さ
ず
、
す
べ

て
の
争
議
の
勝
利
解
決
を
め
ざ
し
ま

し
ょ
う
。

　

改
憲
を
許
さ
ず
、
憲
法
を
生
か
す

政
治
へ
の
転
換
を
求
め
、
参
議
院
議

員
選
挙
を
た
た
か
い
ま
し
ょ
う
。

　

５
月
19
日
「
Ｕ
ｎ
ｉ
ｏ
ｎ 

Ｕ
ｐ

２
０
１
３
」
の
成
功
で
、
労
働
運
動

を
今
こ
そ
大
き
く
広
げ
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
ら
の
た
た
か
い
に
、
全
て
の
労

働
者
・
府
民
の
力
を
総
結
集
す
る
こ

と
を
呼
び
か
け
る
も
の
で
す
。

　

働
く
も
の
の
団
結
、
万
歳
！　

第

84
回
メ
ー
デ
ー
万
歳
！

２
０
１
３
年
５
月
１
日

第
84
回
全
京
都
統
一
メ
ー
デ
ー
大
会

【
メ
ー
デ
ー
宣
言
】

北
コ
ー
ス

北
コ
ー
ス

南
コ
ー
ス

南
コ
ー
ス

安倍内閣と対決

府
内
各
地
で
メ
ー
デ
ー
開
催

府
内
各
地
で
メ
ー
デ
ー
開
催

　

府
内
各
地
で
は
11
ヶ
所
で
メ
ー
デ
ー
が
開
催
さ
れ
、
約
３
０
０
０
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
天
候
が
悪
か
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
メ
ー
デ
ー
集
会
と
デ
モ

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。（
５
月
５
日
現
在
集
約
の
と
こ
ろ
を
掲
載
し
ま
し
た
）

憲法改悪、ＴＰＰ参加、解雇自由化憲法改悪、ＴＰＰ参加、解雇自由化

　安倍内閣がＴＰＰ参加、憲法96条改悪、解雇の自由化、原
発推進などを次々と打ち出す中、メーデーでは、安倍内閣へ
の怒りの声を反映したデコやプラカード、横断幕が。アベノ
ミクスについても、３本の矢というが、すべて財界や富裕層

のためのものとのデコもいくつか出ました。労働者の賃金引
上げ、最低賃金を1000円に、ＴＰＰ参加反対、消費税増税中
止、解雇自由化などの労働規制緩和反対、憲法改悪反対、原
発をゼロになどのたたかいを強めましょう。

日
本
共
産
党

京
都
府
委
員
会

参
議
院
議
員

 

井
上
さ
と
し
さ
ん

　

安
倍
内
閣
の
暴
走
が
加
速
し
、
同
時
に
ボ
ロ
が

で
は
じ
め
て
い
る
。
国
民
の
収
入
が
減
ら
さ
れ
内

需
が
冷
え
込
ん
で
い
る
と
き
に
い
く
ら
金
融
緩
和

し
て
も
国
民
生
活
に
大
き
な
負
担
増
と
経
済
の
混

乱
も
た
ら
す
だ
け
。
賃
上
げ
と
安
定
し
た
雇
用
つ

く
り
だ
そ
う
。
原
発
即
時
ゼ
ロ
、
改
憲
阻
止
、
Ｘ

バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
配
備
反
対
な
ど
各
分
野
で
の
た

た
か
い
と
共
同
を
大
き
く
ひ
ろ
げ
よ
う
、
あ
た
ら

し
い
統
一
戦
線
ひ
ろ
げ
る
決
起
の
場
に
し
よ
う
。

新
社
会
党

京
都
府
本
部

書
記
長

 

駒
井　

高
之
さ
ん

　

労
働
者
の
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
。
安
倍
政
権

と
財
界
が
労
働
者
の
生
活
を
な
い
が
し
ろ
に
し
て

い
る
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
。
ま
た
、
改
憲
の
流
れ
を

加
速
さ
せ
て
い
る
。
自
由
の
な
い
暗
黒
の
時
代
に

引
き
戻
す
極
め
て
危
険
な
兆
候
。
賃
上
げ
、
労
働

諸
条
件
の
改
善
、
生
活
向
上
の
た
た
か
い
を
大
き

く
発
展
さ
せ
よ
う
。
同
時
に
、
改
憲
阻
止
、
脱
原

発
、
消
費
税
増
税
反
対
、
反
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
か
か
げ
た

大
衆
闘
争
、
共
同
闘
争
を
発
展
さ
せ
よ
う
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対

京
都
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

 

安
田　

政
教
さ
ん

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
問
題
は
、
７
月
に
も
交
渉
参
加
が

日
程
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
日
米
事
前
協
議
で
は
、

自
動
車
や
保
険
な
ど
ア
メ
リ
カ
の
要
求
を
丸
飲
み

し
農
産
物
の
聖
域
に
つ
い
て
は
一
言
も
ふ
れ
ら
れ

て
な
い
。
安
倍
首
相
は
国
益
を
守
れ
た
と
い
っ
て

い
る
が
、
ど
こ
ま
で
国
民
を
だ
ま
す
つ
も
り
な
の

か
。
６
月
30
日
に
大
谷
ホ
ー
ル
で
行
う
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

加
反
対
府
民
集
会
を
大
き
く
成
功
さ
せ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

参
加
阻
止
へ
全
力
を
あ
げ
る
。

自
由
法
曹
団

京
都
支
部

幹
事
長

 

中
村　

和
雄
さ
ん

　

円
安
で
も
輸
出
が
増
え
な
い
、
賃
金
は
下
が
り

格
差
と
貧
困
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
で
は
な
く
ア
ベ
ノ
ミ
ス
テ
イ
ク
で
あ
る
こ
と

が
は
っ
き
り
し
て
き
た
。
今
こ
そ
反
撃
の
時
。
憲

法
は
国
の
形
の
あ
り
方
を
決
め
た
基
本
。
自
由
に

首
を
切
れ
る
、
自
由
に
賃
金
下
げ
る
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
財
界
言
い
な
り
の
労
働
法
制
改
悪
、
憲

法
改
悪
を
認
め
て
は
い
け
な
い
。
そ
の
た
め
に
夏

の
た
た
か
い
に
大
き
く
活
動
し
て
い
く
。

　歴史の館で約120名が参加。ＴＰＰ反対（宮津市
職）、消費税増税反対（民商）、春闘（地労協）、平和
（９条の会）、母親大会の開催（母連）の５団体が発

言。デコなどのコンクール表彰が行われました。

宮津宮津
与謝与謝

　峰山福祉センターコミュニティホールで200人が参
加。米軍専用レーダー基地の建設阻止や、危険な安倍
政権に参院選で厳しい審判をなどと呼びかける宣言

を採択。「米軍基地建設反対丹後連絡会」の結成もおこなった。

丹後丹後
　東舞鶴駅南公園で250名が参加。４団体から、消費
税阻止、高浜原発再稼働阻止、Ｘバンド米軍基地つく
るな、いじめ体罰問題など要求や課題についての特別

報告もあり要求実現をめざすメーデー集会となりました。

舞鶴舞鶴

　競輪場前広場で300名が参加。各団体から元気に30
秒アピールを実施。「ＴＰＰ反対、憲法９条を守ろ
う、年金切り下げ反対、子供に平和を、労働法改悪反

対」などアピールしながら向日市から長岡京市まで行進。

乙訓乙訓
　京田辺市花見山公園野外ステージで125名が参加。
安倍政権への対決姿勢を鮮明にする決意表明が多く
ありました。

綴喜綴喜

　山城総合運動公園で約800名が参加。小松直人議長
が主催者挨拶し、前窪よしゆき共産党府会議員が来賓
挨拶。京自教大久保分会など５労組が決意表明。ＪＲ

宇治駅までデモを実施。

南山城南山城
　木津川市中央交流会館・いずみホールで140人が参
加。集会後は木津川市内を行進。「賃上げと安定した
雇用勝ちとろう」「公務員の賃金下げるな」「ただちに

原発ゼロをめざそう」などを訴えました。

相楽相楽 　園部町ゲートボール場で約110人が参加。長谷川委
員長は、「アベノミクスで、円安株高になったが、景
気が良くなった実感が、労働者にない」と訴え。小学

校統廃合の拙速な決め方に反対の声も上がった。

船井船井

来
賓
あ
い
さ
つ

来
賓
あ
い
さ
つ

　

京
都
府
山
田
啓
二
知
事
、
京
都
市
門
川
大
作
市
長
か
ら
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

許
せ
ま
せ
ん

●デコレーションの部
北コース 中コース 南コース

１
位

京建労伏見支部：
「今でしょ　震災復
興、脱原発、憲法守れ」

通信労組京都支部：
「憲法９条改悪は許
さない」

合同繊維労組：
「憲法96条改悪許す
な　民主主義と国民
の命・暮らし守ろう」

２
位

府立高教組朱雀全定
分会：
「安倍政権、悪政や
めろ（３本の矢、３
つの盾…）」

京都南病院労組：
「賃金上げろ　ボー
ナスアップ」

国労京滋：
「ＪＲは安全守れ」

３
位

府職労連女性部：
「大飯原発停止、東
北被災者支援」

全国一般京都流通サ
ービス商栄分会：
「原発いや　事故は
おきるものさー」

機関紙印刷労組：
「保育所がいる・原
発止め」

●プラカードの部
北コース 中コース 南コース

１
位

京都市職労病院支部：
「水色の傘に要求短
冊　　増員、 夜勤改
善、院内保育所」

京都民医労北支部：
「私たちの好きな"８"」

建交労女性部：
「憲法９条、96条変
えるな」

２
位

私教連同志社労組：
「私学助成増やして」

福祉保育労西京支部：
「いもむしも訴える」

友禅一般：
「ストップＴＰＰ参
加、ストップ消費税
増税、ストップ憲法
96条改悪」

３
位

自由法曹団：
「ウイラブピース９
条」

日本共産党：
「増税と就職難のだ
るま」

島津関連サービス労組：
「サービス残業をな
くすのはいつだ、今で
しょ」

デコレーション・プラカードコンクール
第84回全京都統一メーデー

※写真コンクールは、５月22日応募締め切りです。

デコ・プラコンクールデコ・プラコンクール
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集
会
で
は
、
憲
法
９
条
京

都
の
会
世
話
人
の
日
本
キ
リ

ス
ト
教
矯
風
会
京
都
部
会
代

表
の
北
垣
景
子
さ
ん
が
主
催

さ
つ
。
集
会
で
は
、
脚
本
家

の
ジ
ェ
ー
ム
ズ
三
木
さ
ん

が
、「
ア
メ
リ
カ
か
ら
押
し

つ
け
ら
れ
た
憲
法
」
だ
と
い

う
が
「
基
本
的
人
権
や
民
主

主
義
も
押
し
付
け
ら
れ
た
こ

と
に
な
る
の
か
」。「
人
類
は

核
兵
器
を
た
く
さ
ん
保
有

し
、
も
し
使
わ
れ
れ
ば
死
滅

す
る
、
絶
滅
危
惧
種
だ
」

「
核
戦
争
で
人
類
が
破
滅
し

な
い
た
め
に
も
憲
法
を
世
界

中
に
広
め
ま
し
ょ
う
よ
」
と

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

盲
目
の
落
語
家
・
桂
福
点

さ
ん
が
ピ
ー
ス
ト
ー
ク
。
会

場
を
笑
わ
せ
、「
９
条
を
守

ろ
う
」
と
公
演
し
ま
し
た
。

集
会
後
、
参
加
者
は
京
都
市

役
所
前
ま
で
憲
法
ウ
ォ
ー
ク

を
お
こ
な
い
、
市
民
に
９
条

を
守
ろ
う
と
訴
え
ま
し
た
。

者
を
代
表
し
て
あ
い
さ
つ
を

し
ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
社

会
民
主
党
、
新
社
会
党
、
日

本
共
産
党
の
各
政
党
が
あ
い

　

５
月
３
日
、
憲
法
９
条
京
都
の
会
は
、
円
山
音
楽

堂
で
「
生
か
そ
う
憲
法
、
守
ろ
う
９
条　

５
・
３
憲

法
集
会
in
京
都
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
安
倍
内
閣
が

憲
法
９
条
の
改
悪
を
め
ざ
し
、
憲
法
96
条
の
改
悪
を

掲
げ
る
中
、
２
４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

全厚生不当解雇撤回報告集会

　

全
厚
生
不
当
解
雇
撤
回
支
援
共
闘
会
議

は
、
４
月
25
日
に
報
告
集
会
を
開
催
し
60
名

の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
報
告
集
会

で
は
、
人
事
院
に
不
服
申
し
立
て
を
し
て
い

た
者
の
う
ち
、
秋
田
３
名
（
不
当
判
定
）
と

大
阪
１
名
（
勝
利
判
定
）
の
判
定
が
出
さ
れ

た
も
と
で
、
京
都
の
15
名
の
た
た
か
い
の
現

状
と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
学
習
・
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
世
話
人
を
代
表
し
て
梶
川
京

都
総
評
事
務
局
長
が
、「
公
務
員
攻
撃
が
強

ま
っ
た
中
で
起
こ
っ
た
不
当
な
解
雇
で
あ

り
、
必
ず
勝
利
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ

の
解
雇
を
許
せ
ば
解
雇
自
由
な
国
に
さ
れ
て

し
ま
う
。
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

た
い
」
と
挨
拶
さ
れ
、
続
い
て
弁
護
団
の
渡

辺
弁
護
士
か
ら
、
人
事
院
や
裁
判
の
取
組
状

況
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
報
告
で
は
、
国
が

十
分
な
解
雇
回
避
努
力
を
行
な
っ
て
こ
な
か

っ
た
こ
と
。
秋
田
、
大
阪
の
判
定
で
人
事
院

の
限
界
が
わ
か
っ
た
こ
と
。
裁
判
で
は
秋
以

降
に
原
告
の
証
人
尋
問
が
予
定
さ
れ
ヤ
マ
場

を
迎
え
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、
橋
下
大
阪
市
長
が
職
員
を
簡
単
に

分
限
免
職
（
整
理
解
雇
）
で
き
る
条
例
を
作

ろ
う
と
し
て
い
る
の
は
、
社
保
庁
の
解
雇
と

同
じ
方
法
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て
い
る
た

め
、
こ
の
た
た
か
い
に
勝
利
し
、
労
働
者
の

解
雇
自
由
を
許
さ
な
い
た
た
か
い
に
つ
な
げ

て
い
こ
う
と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

京
都
総
評
は
４
月
19
日
、
労

働
局
交
渉
を
行
い
、
最
低
賃
金

の
大
幅
な
引
き
上
げ
な
ど
を
求

め
ま
し
た
。
京
都
総
評
か
ら
は

吉
岡
議
長
を
は
じ
め
11
名
が
参

加
。
労
働
局
は
岡
嶋
賃
金
室
長

が
対
応
し
ま
し
た
。
現
在
の
時

間
額
７
５
９
円
で
は
年
収
で
１

５
０
万
円
程
度
に
し
か
な
ら
ず

ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
状
態
で
、
大

幅
引
き
上
げ
と
中
小
企
業
支
援

策
の
京
都
へ
の
適
用
と
大
幅
な

改
善
を
求
め
ま
し
た
。
室
長
は

「
中
小
企
業
支
援
策
が
必
要
と

の
こ
と
に
つ
い
て
は
十
分
理
解

で
き
る
。
本
省
に
伝
え
る
」
と

回
答
し
ま
し
た
。
京
都
総
評

　

日
米
両
政
府
に
よ
っ
て
、
京

丹
後
市
・
経
ヶ
岬
に
米
軍
基
地

が
設
置
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
米
国
の
ミ
サ
イ
ル
防
衛
の

た
め
の
「
目
」
と
な
る
Ｘ
バ
ン

ド
レ
ー
ダ
ー
設
置
の
基
地
で
、

米
軍
と
軍
属
１
６
０
人
ほ
ど
を

配
備
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
防

衛
省
は
「
日
本
の
防
衛
の
た

め
」
と
い
う
説
明
を
し
て
い
ま

す
が
、
日
本
も
ア
メ
リ
カ
も
、

す
で
に
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地

域
で
、
十
分
な
ミ
サ
イ
ル
探
知

能
力
を
持
っ
て
お
り
、
全
く
説

得
力
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
米
軍
基
地
の
設
置
に
反

対
し
よ
う
と
、
京
丹
後
市
で

は
、
５
月
１
日
に
設
置
に
反
対

す
る
連
絡
会
が
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
５
月
22
日
に
は
、
京
都
共

　

「
５
月
19
日
は
み
ん
な
で
、

み
や
こ
め
っ
せ
へ
行
こ
う
！
」

―
―
―
京
都
総
評
青
年
部
は
４

月
28
日
、
Ｕ
ｎ
ｉ
ｏ
ｎ 

Ｕ
ｐ

２
０
１
３
の
成
功
へ
プ
レ
企
画

と
し
て
、
Ｕ
ｎ
ｉ
ｏ
ｎ
Ｃ
ｕ
ｐ

２
０
１
３
と
題
し
た
フ
ッ
ト
サ

ル
大
会
を
開
催
。
６
単
産
１
０

０
人
以
上
の
青
年
と
そ
の
家
族

が
集
ま
り
ま
し
た
。
経
験
・
未

経
験
、
性
別
も
関
係
な
く
参
加

し
た
青
年
の
顔
は
笑
顔
で
し

た
。『
楽
し
か
っ
た
！
』『
か
ら

だ
動
か
す
楽
し
さ
を
思
い
出
し

た
！
』『
他
の
組
織
と
や
れ
て

よ
か
っ
た
』
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
受
付
で
配
っ
た
青
年
部

独
自
の
〝
Ｕ
ｎ
ｉ
ｏ
ｎ 

Ｕ
ｐ

粗
品
交
換
券
〞。『
19
日
、粗
品
も

ら
い
に
い
く
わ
！
』
と
Ｕ
ｎ
ｉ

ｏ
ｎ 

Ｕ
ｐ
に
つ
な
が
る
う
れ

し
い
言
葉
を
も
ら
い
ま
し
た
。

は
、
労
働
者
委
員
の
不
当
な
任

命
に
関
し
て
、
Ｉ
Ｌ
Ｏ
総
会
報

告
を
踏
ま
え
る
よ
う
求
め
ま
し

た
。公

務
員
賃
金
引
き
下

げ
す
る
な
と
要
請

　

京
都
総
評
は
４
月
25
日
に
京

都
市
、
26
日
に
京
都
府
に
対
し

て
、
公
務
員
賃
金
を
引
き
下
げ

な
い
よ
う
求
め
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
政
府
が
今
年
度
予
算
で
地

方
自
治
体
に
対
し
て
公
務
員
の

賃
金
の
引
き
下
げ
を
強
要
す
る

た
め
に
地
方
交
付
税
を
削
っ
た

こ
と
に
関
連
し
て
お
こ
な
っ
た

も
の
。
京
都
市
で
は
、
勤
労
市

民
室
松
森
部
長
が
、
京
都
府
で

は
荒
田
労
政
課
長
が
対
応
し
ま

し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
の
よ
び
か
け
で
、

設
置
に
反
対
す
る
京
都
府
民
の

会
が
結
成
集
会
を
お
こ
な
い
ま

す
。
多
く
の
み
な
さ
ん
の
参
加

を
よ
び
か
け
て
い
ま
す
。

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
開
催

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
開
催

青
年
部

22
日
に
撤
回
求
め
府
民
の
会
を
立
ち
上
げ
へ

京
都
に
米
軍
基
地

●ところ：ラボール京都 ２階ホール
　　　　　　　　午後６時30分開会
●と　き：５月22日（水）

「ミサイル防衛最前線
経ヶ岬Ｘバンドレーダー配備」

（東奥日報社編集委員・論説委員）

（京都市中京区四条御前北西）

斉藤　光政さん

米軍基地いらない京都府民の会
結 成 集 会

４
月
28
日
ケ
ル
ビ
ト
フ
ッ

ト
サ
ル
ク
ラ
ブ
に
て

５月３日　円山音楽堂 決
意
を
表
明
す
る
原
告
団

（
４
月
25
日
、
ラ
ボ
ー
ル
京
都
会
議
室
）

解
雇
自
由
許
さ
な
い
た
た
か
い
強
め
る

大
阪
で
勝
利
判
定

5・3
憲
法
集
会
に
2400
人

ジ
ェ
ー
ム
ス
三
木
さ
ん
講
演

ジ
ェ
ー
ム
ス
三
木
さ
ん
講
演

賃
金
引
き
上
げ
へ

引
き
続
き
と
り
く
み
強
め
る

京都総評

人
事
院
へ
の
不
服
申
し
立
て

UnionCup2013

最
低
賃
金
の
大
幅
引
き

上
げ
求
め
労
働
局
交
渉

!?!?
特別報告特別報告




